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スギのゲノム情報を用いて優良な苗を作る
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スギのゲノム基盤情報の構築
スギの DNA 変異情報（SNP マーカー）を、スギのゲ

ノムの 11 万カ所について収集しました。これらの DNA
マーカーからゲノム全体をカバーできるように、代表的
な 3,570 遺伝子からなるスギの遺伝子地図（高密度連鎖
地図）を作成しました。また有用遺伝子をスギのゲノム
中から効率的に単離するための DNA ライブラリー（平
均約 13 万塩基からなる DNA 断片を集めたもの、BAC
ライブラリー）を作成しました。

有用な遺伝子の特定
関東のスギ精英樹、約 500 個体を用いて雄花着花性、

発根性、材質の測定を行いました。これらの精英樹それ
ぞれについて、6,000 の DNA マーカーで遺伝子型を解析
し、取得した形質データとの関連解析（ゲノムワイドア
ソシエーション解析）を行い、これらの形質に関係する
遺伝子の染色体上での位置の推定を行いました。この結
果、雄花、発根性、材質に関連する数十の遺伝子が検出
されました。これらの情報は優良な種苗の作成に有効に
活用することができます。

無花粉スギ遺伝子の特定と選抜DNAマーカーの作成
これまでに発見されている無花粉スギは ms-1 という遺

伝子を保有する個体です。この遺伝子がスギの遺伝子地
図の第 9 番目の連鎖群（染色体）にあることを明らかに
して、無花粉スギの選抜するための DNA マーカーを作成
しました。これを目印にすることで芽生えのうちから無
花粉スギを選抜していくことができるようになりました。

効率的な林木育種のモデル
精英樹の形質データと遺伝子型データを用いて育種を

効率的に行うモデルを開発しました。従来の形質だけを
指標にした育種法に比べ、約 2 倍の効率で効果が期待さ
れるモデルができました。このモデルだけで世代を促進
させるだけでなく、途中で形質を再評価してモデルを一
度見直すことでさらに育種効率が良くなります。これら
の成果は新たな林木の育種法として今後、急速に普及す
ることが期待されます。

本研究は、生物系特定産業技術研究支援センター イノ
ベーション創出基礎的研究推進事業「スギ優良個体の選
抜のためのゲノムワイドアソシエーション研究」による
成果です。

要　旨

　林木の育種は形質の評価までに数十年の時間が必要です。またスギでは花粉症が社会問題
となっています。これらの問題を改善するために、スギのゲノム全体の遺伝子型を調べ形質
との関連を明らかにする手法を用いて、短期間で成長が早く材質のよいスギ品種の選抜が可
能な育種モデルの作成を行いました。また、無花粉スギの遺伝子（雄性不稔遺伝子）の染色
体上の位置を特定し、無花粉スギの選抜のための DNA マーカーの開発を行いました。 これ
らの基盤情報により、育種に必要な時間が大幅な短縮され、無花粉で成長の良いスギ品種が
開発・普及されることが期待されます。
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